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はじめに－「梅田東・中崎・北天満レトロストリート構

想」策定および公開にかかる調査研究について 
 
 大阪市北区は、２０１１～２０１２年までに環境が激変する。大阪駅前の阪急の高層化、ナビオ等

の改装、ＪＲの建て替え、さらにその最後に北ヤードの大開発が控えている。 
こうした駅前の巨大開発ラッシュにより、周辺の土地利用も多大な影響を受け、商業地・住宅地と

も、甚大な構造変化を余儀なくされることは確実である。 
 
（１）商業・サービス業に関して 

北区のみならずこれまでの大阪における開発（ＵＳＪ、フェスティバルゲート等）では、「商業の根

本は「人の流れを作る」ことである」という面が必ずしも考慮されてこなかった面がある。都市の魅

力は個店の集積にあり、そのような「街を歩く楽しみ」が都市を活性化させるという大原則がある。

よく言われる例であるが、京都駅前は「京都駅ビル完全完結型」で周辺の商業はほとんど衰退したが、

これとは逆に（もともと閑散とした通りであった）三条通では「新風館」と「アートコンプレックス」

開館と同時に若者の流れができ、いまや市内商業の中心にまでなっている。大ターミナルの例でも、

東京の渋谷などは、駅前のビル群から、若い人の流れがあふれ出し、周辺に、青山・表参道・原宿な

ど日本を代表する商業集積が繁栄、新産業も起こっている。これらは、商業の大原則である「人の流

れをつくる」か、どうかの差であり、「商業の根本は「人の流れを作る」ことである」という原理を実

現した結果であるといえる。 
 
（２）住宅地に関して 

梅田東に隣接した中崎町には、民家を利用した個店が展開し、注目されつつあるが、一方で住宅地

としての整備も求められる。また、巨大開発の波により、土地利用の激変が予想されるので、住宅地

に合わない風俗等の業種が入らないように規制する必要もある。北天満地区も、商店街以外の部分に

おいては、同じような問題が存在する。このような場合に参考になるのは、大阪市平野区や奈良市奈

良町地区のような町屋の地域である。こうした地域では、個店が点在する中、「地区計画」や「景観形

成計画」を策定することによって、住宅地としての良好な環境も維持しようと図っている。キタの駅

前における巨大投資は、地価の上昇と土地利用改変の波を否応なく周辺地域に及ぼすことが確実であ

り、中崎・北天満地区の住宅地も、人が流れるところと、良好な住宅地として保全すべきところをそ

れぞれ位置づけて、人の流れの誘導と、住宅地の保全を計画すべきである。 
 
（３）課題について 

ところで、現在大阪市および関係団体では、梅田北ヤード自身の整備と駅前ビルの高層化にもっぱ

ら注意が集中しているが、上記のように、このことにより、周辺商業と住宅地に甚大な影響があると

予想される。 
 梅田の北ヤード計画では、南北および東西の２本のメインストリートができることになっており、

北ヤードの東西のメインストリートは「賑わい軸」と呼ばれ、現在のヨドバシ北側から新阪急ホテル

を通るが、この通りに非常に大きな歩行者流動量が集中することが予想される。 
その流れは、 
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道（Ａ）＝「梅田東通り商店街から、ＮＵちゃやまちからＪＲのガード下を抜け、済美小学校＝中

崎町駅横を通り、中崎・黒崎商店街に至り、天神橋筋に抜ける通路」 

である。ＪＲのガード下を通り北区東部へ抜ける個所は他にはほとんどなく、これが主要な道の代表

であり、現在も、個性的な商店の集積が始まり、人の流れができつつある個所である。 
 しかしながら、このままで放置していれば、乱開発になるおそれもある。中崎・北天満地域は、閑

静な住宅地との混在地域でもあり、人の流れを誘導して「文化の香り高いまち」として整備するとと

もに、静かな環境を維持することも大切である。人の流れとともに開発の流れは今後確実にやってく

ることから、秩序だった地域計画の策定も急務である。 
 商業および住宅の立場からは、本来は、人が散漫に流れるのではなく、プロムナードとして整備す

るところは整備し、北ヤードから人の流れを南方および東方に誘導し、北区全体の商業が活性化する

構造を作る必要がある。この流れを地域全体に誘導し、グレーターキタとして活性化できるかどうか

が、２０１１年までに早急に検討すべき課題である。そこでは、周辺の商業者を含む関連団体の役割

が重要となってくる。それは公共性のある機関が、産官学の力を合わせて検討しなければならない。 

 
【図１：レトロストリート地図】 

（本庄中通以南で、ＪＲのガードを抜けて茶屋町から北区東部にいく道は、ＡとＢの２ヶ所しかない） 

 
（４）調査について 

我々は、① 上記の道の性格を「レトロストリート」として位置づけ、その現況を調査して、その

重要性をより広く一般に開示することとともに、② 地域の住宅環境と新しい店との関係を調査・研

究し、秩序だった「文化の香り高いまち」としての地域整備と活性化のための方向性を探り、その成

果を広く公開していきたいと考えている。 
 そこで、このたび、梅田東・中崎・北天満地域の関係者有志で、町内横断的な組織「梅田東・中崎・

北天満レトロストリート構想検討会」を立ち上げ、町内会を中心として大学（大阪駅前第２ビルにあ

る大阪市立大学創造都市研究科）などと協力しながら、梅田東・中崎・北天満地域を、「文化の香り高

いまち」としてのとして活性化する様々な試みを展開した。 
 これは、これまではあまり連携の無かった、梅田東・中崎町・北天満地区の関係者が協働すること
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により、このようなストリートの可能性と、乱開発ではない、人の流れの誘導と文化的なまちなみ整

備をすすめる方策について検討をし、その情報を公開しようとするものである。 
 それについては、以下の「梅田東・中崎・北天満レトロストリート構想」策定のため、研究会を開

催し、調査を行い、公開した。 
 （※）こうした構想推進を行うための調査・研究を、大阪市立大学大学院・創造都市研究科の協力

を得て、行った。 
 本報告書は、その成果をまとめたものである。 
 
（参考）＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
「梅田東・中崎・北天満レトロストリート構想」 
（１）「梅田東・中崎・北天満レトロストリート構想」検討と公開により、中崎・北天満を文化的なま

ちとして整備するための連携案の検討。 
（２）「梅田東・中崎・北天満レトロストリート構想」のためのウェブサイト（http://www.retrostreet.jp）
の立ち上げと運営。 
（３）その他、梅田東・中崎・北天満地域の活性化方策の検討と実行。 
（４）調査期間：２００７年１０月２０日～２００８年３月３１日。 
 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
（財）大阪市北区商業活性化協会商店街調査研究支援制度 
２００７年度調査 
「東梅田・中崎・北天満レトロストリート構想調査報告書」 
（調査実施団体の概要） 
（１）団体名：梅田東・中崎・北天満レトロストリート検討会                         
（２）関連団体等：芝田町商店街・北天満ユニオン・前田クラフト他                    
（３）事業責任者名：三島保                     
（４）調査研究グループ名：梅田東・中崎・北天満レトロストリート検討会 
（５）協力メンバー：「梅田東グループ」三島、藤原、「中崎グループ」笹川、吉川、前田、「北天満グ

ループ」山崎、青山 
（６）指導教員名：小長谷一之                   
（７）調査研究責任者：牛場智                   
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Ⅰ．北区の商業の現状 
 

（１）全国平均からみれば健闘 

『商業統計表 立地環境特性編』（主に商店街を「商業集積地区」として、年間販売額や事業所数を

３～５年に1度調査したデータ）をもとに、商店街の景況感を測定する（ただし、駅ビルやショッピ

ングセンターなども統計上、「商業集積地区」に含まれているので、「商業集積地区」に大規模小売店

を含む地区を除く）。 
『平成15（2003）年商店街実態調査』では、全国の商店街において、「繁栄している」と回答した

商店街は 2.3％である（うち超広域商店街でも、16.2％、過去 2 回の調査でも「繁栄している」との

回答は 2％台）。この実感は、ほぼ実態に即しているのが全国の常識である。これに対し、北区では、

自己申告であるが、７期の間に、最高で３期は過半数以上、最低でも14%の商店街が、前回の販売額

より増加しており、全国に比べれば、健闘しているといえる。 
【表１：大阪市北区の商店街の売上の増減 出所：『商業統計表』を牛場が加工】 

表１       年度 1988年 1991年 1994年 1997年 2002年 2004年 
前回の販売額を上回った箇所   20   24    9   18    5   13 
全体に占める割合 54.1％↑ 66.7％↑ 25.7％↓ 52.9％↑ 14.3％↓ 37.1％↑ 

 

（２）大阪＝梅田駅から一駅いったところが元気 

 北区の代表的商店街のうち３３について年間販売額の増減をしらべてみる。特に、「バブル期（91
年）」「９０年代末以降（97 年）」「００年代中期（04 年）」の３期をとると、すべての商店街で、「バ

ブル期（91年）」には大きく増加をしているが、「９０年代末以降（97年）」「００年代中期（04年）」

の２期は、さまざまな変化を示した。そこで、 こうした北区の商店街を類型化したのが下記の図２

である。 

類型Ａ：「バブル期（91年）」に持ち直したところ。 
 類型Ｂ：「バブル期（91年）」「９０年代末以降（97年）」に持ち直したところ。 
類型Ｃ：「バブル期（91年）」「９０年代末以降（97年）」「００年代中期（04年）」に持ち直したと

ころ。 
とすると、類型Ｃは、阪急東通り、老松通り、西阪神桜橋、お初天神通り、大阪駅前地下街、中崎、

黒崎東、天五、池田町、長束仲通、中津の１１商店街であった。 
 これは、立地的には、「梅田駅から一駅いったところが元気」ということであり、２０００年代中期

には、大阪駅前が活性化する期待感から、その少し外側の地域に活性化の波が訪れつつあることを示

しているといえる。 
 こうした比較的売上が健闘している類型Ｃの位置を図示したのが、下記の図３である。 
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【図２：大阪市北区の商店街の売上の増減にもとづく類型化 出所：牛場作成】 

 

【図３：大阪市北区の商店街のＣ類型と立地関係 出所：牛場作成】 
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（３）活性化の兆しのある類型 

北区では、どのような商店街が、２０００年代中期に年間販売額を向上させているのか？ 
類型Ａの立地条件は、「①大阪駅周辺部」４箇所、「②広域商店街」１箇所、「③その他」６箇所、と

なっている。 
 このうち、「①大阪駅周辺部」タイプには恵まれた立地条件があり、「②広域商店街」タイプには豊

富な品揃えがある。 
つまり、「③その他」に含まれる商店街に、一般商店街の活性化の新しいヒントが隠されている。 
その他の商店街とは、具体的には、「老松」、「中津」、「中崎」、「黒崎西」、「池田町」、「長柄中通」の

６箇所である。 
この「老松」、「中津」、「中崎」、「黒崎西」の商店街には、下記のような、共通点がある。 
１）既述したように、立地的に、大阪駅から１駅の位置にあること。駅前大開発を予測した、活性

化の波が押し寄せてきていること。 
２）「老松」は古くからの古美術の集積地、「中津」は近隣の音楽集団との連携、「中崎」「黒崎西」

（天五中崎通商店街を形成）はファッション専門学校との連携、すなわち、これらの多くは、創造的

な人々との深い関係がでてきているということが指摘できる。大阪市大の創造都市研究科でも、創造

都市という概念で活性化を図ることとしており、その連携については、後章で述べる。 
このように、キタの地域商業をみると、すでに２０００年代末からの大阪＝梅田駅前の大開発を予測

して、大阪＝梅田駅から１駅行ったところに活性化の兆しが起こっている。これは、大地殻変動に対

する前兆がすでに起こりつつあるといえる。そこで、このような変化の波が来る前に、どのように、

それを、地域に望ましい形で誘導していけば良いのか逆に、どのように誘導すれば望ましい形になる

のか？その方向性を探りたい。

 

Ⅱ．商業地は人の流れをつくる 

 

１．不動産の理論 

 不動産の理論によると、地価は、都心・駅前を頂点にして「テントの傘」のような形をとる、とい

うことがわかっている。 
 重要なことは、駅前と周辺は切っても切れない関係にあり、連動するということである。だから、

周辺の地価があがれば、駅前はますます上がる。逆に、駅前の地価があがったとき、周辺も上がる。 
 すると、2011～2012年に駅前大開発が行われると、駅前の地価が上がり、さらに周辺にも波及し、

周辺の土地利用は多大な影響を受け、周辺の商業地・住宅地とも、甚大な構造変化を余儀なくされる

ことは確実である。 
 すなわち、大規模開発が起これば、地価の理論から、 
  ①周辺の商業の整備必要（相乗効果、お互い高めあって繁栄するには・・・） 
  ②周辺の住宅地の整備必要（文化の香り高いまちにするには・・・） 
の２つがどうしても必要となる、ということである。 
 
２．商業・まちづくりに関して－２つの考え方 

 駅前のような大開発をおこなう場合に２つの考え方がある。駅前だけで人の流動を閉じて、他に出

さないか、外に流動が流れるようにして、まち全体を繁栄させるか、である。 
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 （Ａ）「ターミナルは囲い込んでまわりのまちと別の世界をつくる」（囲い込み型） 
 （Ｂ）「まわりに人が歩いていくことがまちを活性化させる」（まちづくり型） 

 北区のみならずこれまでの大阪における大規模開発では、「商業の根本は「人の流れを作る」こと

である」という面が必ずしも考慮されてこなかった面がある。都市の魅力は個店の集積にあり、その

ような「街を歩く楽しみ」が都市を活性化させるという大原則がある。以下いくつかの事例から説明

していきたい。 
 
（１）大規模開発と周辺のまちづくり 

 大阪市の前々市長（磯村市長）が、「国際集客都市」というテーマを掲げていたときに、私は、交通

論の専門家と研究をしていたところであった。そのとき、交通の観点から、大阪の交通行動・特に観

光行動は、ある目立った点で、他の都市、特に東京・京都・神戸などと違った性格をもっていること

を発見した。 
 それは、大阪の来訪者の行動は「点」だということである。他の都市は、みな「線」か「面」なの

である。大阪は、「国際集客都市」構想の時代に、フェスティバルゲート、大阪ドーム、ＵＳＪ、ＷＴ

Ｃ、ＡＴＣ、ＯＣＡＴ、クリスタなど、拠点的開発は沢山やってきたが、そのまわりのまちづくりの

段階に入っていなかった。 
 私は、世界的な本当の「国際集客都市」は、「ビッグプロジェクト＋まわりの商店街等のストリート」

であるといってきた。ヨーロッパのパリ、ローマ、ミラノ、ベニス、マドリード、なんでも良いが、

昔のビッグプロジェクトとは、王宮施設であったり、美術館であったり、コロッセウムであったりす

る。いまでいうと、大規模商業開発やテーマパークである。ヨーロッパの国際集客都市では、こうし

たビッグプロジェクトに行き、その後、もう一泊して、回りの商店街でそぞろ歩きできる楽しみがあ

る。これが本当のまちづくりである。他の都市、東京・京都・神戸でも、そぞろ歩きできる道がある。

ところが大阪は、点的開発は沢山あったが、そのまわりのまちづくりの連携が少ない。アメ村や堀江

は、計画されたものではなく、地元が自然発生的に作り上げてきたものだった。 
 ビッグプロジェクトは、できたときは勢いがあっても、やがて勢いが衰える。そのとき、まわりの

まちができていれば、永遠の繁栄を得ることができるである。まわりのまちづくりをすることが、中

心にとっても大切なことなのである。 
 しかし、これからは、「ビッグプロジェクト＋まわりの歩き回れるまち」というまちづくりの法則の

後半を本当に真剣に考える時期にきており、特にキタについてはそういうことがいえるのである。以

下いくつかの事例から説明していきたい。 
 《例１》ＵＳＪ 

 かつて、2001 年 3 月にＵＳＪができたとき、関西経済界・行政あげて「ＵＳＪができたので関西

活性化は成った」という調子であった。私は、近畿経済産業局、近畿地方整備局、大阪市港湾局、関

経連、ＵＲ（当時の公団）等と「大規模集客施設等を利用した地域活性化方策検討調査委員会）」を、

大阪市・大阪湾ベイエリア開発推進機構他・ＵＲ（当時の公団）と「安治川グランドプラン策定委員

会」を、大阪市港湾局と大阪港長期整備構想懇話会専門部会などをおこない、ＵＳＪが元気なうちに、

ＵＳＪまわりの地域づくりをもりこんだ。ＵＳＪ対岸の安治川左岸周辺の倉庫・工場跡地の多くがア

ート拠点（ＯＳＫ劇場、石炭倉庫、自由空間ミューラシア）になっていることから、港湾局・ＵＲ等

と「安治川研究会」をおこない、安治川左岸の活性化計画を策定した。 
 新臨海がスーパー中枢港湾になれば、旧臨海の倉庫等の空洞化が予想され、そうした倉庫的物件を、

アート拠点などに転用（コンバージョン）することが重要となる。また、ＵＳＪのようなテーマパー
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クでも、そのままでは勢いが続かない。安治川左岸を、若者も来れるよう芸術家村のような形にすれ

ば、ＵＳＪや大阪港に来た来訪者も、ワンモアトリップで、もう一泊してまわろうということになる

かもしれない。そのような活用のインセンティブ政策を検討したが、なかなか実現に至らずおわった。 
 そうこうしているうちに、行政がやらないのに、大阪市住之江区の土地のオーナーが、「名村造船所

跡地」を、30年間アートプロジェクトに貸すという「NAMURA ART MEETINTG」というプロジ

ェクトがスタートし、私は、前から予測していた方向が実現してうれしかったが、行政が動かず、つ

ねに後追いであることに残念に感じた。また、横浜市が「創造界隈」という、同じようなプロジェク

トを実行した。 
 《例２》フェスティバルゲート 

 フェスティバルゲートができたときも、本当はまわりのまちづくりと連携することが大切であるの

で、関係者には、「世界のゲームのまち」などとういうコンテンツでまちおこしをしてはといったこと

もある（上記のように巨大プロジェクトの効果は減衰するので、初期の勢いがあるときにまわりのま

ちづくりをしないといけない）。たとえば彦根市にカロムという独特のゲームがある。世界中にそのよ

うなゲームがあり、新世界に将棋指しの伝説があることから、コンテンツとしてもってこいというこ

とで提案したのである。要はなんでもよいので、地域にかかわり、そしてお洒落なコンテンツをもっ

てきて活性化すればよかったのである（フェスティバルゲートが破綻したいまごろになってジャンジ

ャン横丁に東京資本が入ってきているようだが遅いのである）。 
 まわりのまちづくりをして、人が沢山来訪するようになれば、治安も良好となる。多額のガードマ

ン費用にかけるより、まわりのまちも良くなるので、一石二鳥であると思われたが、実現しなかった。 
 《例３》京都駅ビル（ターミナル例） 

 京都駅の駅ビルは、「完全完結型」の例である。私は、しかしながら、京都財界の建都１２００年事

業として、近代的なビルのランドマークを１つ京都につくりたいという方向性もあったと思われるの

で、すなわち、別の目的をももっているのでこれはこれで成功だと思っているが、駅ビルが閉鎖的な

構造のため、結果として、周辺の商業はほとんど衰退した状態となっている。 
 《例４》京都・三条通 

 京都・三条通は、もともと1980年代ごろまで、閑散とした通りであったが、 
 １）歴史的建物の整備－西の端の「新風館」と東の端の「アートコンプレックス1928」、 
 ２）町屋の再生と新しい商業・サービス業の拠点づくり（京風小物など）、 
など、関係者の努力により、「歩いて楽しいまち」となり、若者の流れができ、いまや市内商業の中心

に、流動が四条から三条に広がり「田の字地域」が活性化の中心となっている。 
 《例５》東京・渋谷駅（ターミナル例） 

 東京・渋谷駅は、もともと副都心の中でも一番寂しいまちだった。ところが、ハチ公前や東急文化

村、東急プラザ側に、ある程度の広場空間をとっており、そこに人があふれ出すようになった。特に

ハチ公前からセンター街、パルコ、西武、東急ハンズまで、若い人の流れができ、さらにその周辺に、

青山・表参道・原宿など日本を代表する商業集積ができ、デザイン産業やＩＴ産業新産業（渋谷ビッ

トバレー）も起こっている。 
 《例６》大阪・阿倍野駅（ターミナル例） 

 大阪・阿倍野駅（ターミナル例）の南側に、近鉄グループで、新しい商業ビルを造ろうということ

になった。私も当時の企画部に意見をもとめらたことがあったので覚えているが、大きく二案あり、

その一つが現在の「Ｈｏｏｐ」であった。「天王寺・阿倍野はコテコテのまちでこんなの似つかわしく

ない」という意見もあったが、私はこれの方が良いと言った。なぜなら、私どもも阪和線杉本町に本
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部があるので、天王寺駅で乗り換えるためよく知っているが、天王寺・阿倍野は、実は、若者・学生

のまちなのである。高校、専門学校、予備校、女子高など、意外に学校が多い。だから、Ｈｏｏｐの

ようなビルは、彼らが支持してくれるから、大丈夫です、と言った（結果として当たった）。 
 その後、良かったのは、駅側に巨大な広場（空洞）を作ったことである。こうした広場空間をつく

ることで、若者の流れをつくり、結果として集客効果が上がった。Ｈｏｏｐのあの空洞部分に、すべ

てテナントを入れると２０軒弱入る可能性があるそうである。その２０軒分のテナント料から建設コ

スト支払を引いた額をみすみす放棄しているわけだが、結果として、空洞にしてよかったという。そ

れほど、人の流れをつくり出すということは重要なのである。 
 
（２）車交通に対して、ゆっくり「歩くまち」の重要性 

 《例７》彦根市「夢京橋キャッスルロード」から「四番町スクエア」へ 

 彦根城の大手を、歴史的まちなみ「夢京橋キャッスルロード」として整備したが、当初にぎわい効

果がさほど期待できなかった。その理由として、広幅員の都市計画道路であり、大きな幹線道路沿い

の直線的に建ち並び、自動車の通過交通が多く、まちなみとしての回遊性・界隈性に乏しい点も考え

られる（久保2007）。そこで、つぎに、やや別の経緯であったが、一筋裏の本町商店街を再開発する

話がもちあがり、「四番町スクエア」となった。これがもともとの商店街の雰囲気と回遊性を残すため、

路地のまちとなった、その結果、集客効果があり、集客交通から計った推計で数億円の整備効果があ

った（上記）。 
 《例８》松山市「ロープウェイ通り」（坂の上の雲のまちづくり） 

 愛媛県松山市では、「坂の上の雲のまちづくり」ということで、美しい景観のまちづくりを目指して

いる。「ロープウェイ通り」はもともと２車線の古いアーケードのかかった商店街であった。これを、

１）アーケード撤去、２）２車線から一方通行１車線にして歩道を拡張し、あるいて楽しいまちづく

りをするという構想が生まれた。地元では激論があり、特に商店街の一部の商店には、不安があった。

そこで、計画が進行するにあたって、地元商店街は、市に厳密な地価調査をもとめた。アーケードが

撤去され、１車線になり、おしゃれな歩道が広く採れるようになると、ブティックや土産物のお洒落

な店がまた借りるようになった。そして、調査の結果、不動産価値が２～３割も上昇していることが

判明した。

 
（３）商業・まちづくりの原則 

 こうした事例から以下の原則が得られる。 
  １）商業・まちづくりの原則とは、 
   ①「人の流れをつくる」こと（基本）、 
   ②しかも、車ではなく、歩いて楽しいまちをつくること、 
   ③特に、若い人（予備校生、専門学校生、大学生、大学院生）の流動を作ることの重要性、 
  ２）周辺が繁栄することによって、中心もますます繁栄する、 
ということである。 
既述した、商業・まちづくりに関する２つの考え方＝（Ａ）「ターミナルは囲い込んでまわりのまち

と別の世界をつくる」（囲い込み型）と（Ｂ）「まわりに人が歩いていくことがまちを活性化させる」

（まちづくり型）について、（Ａ）の典型例というのは、大都市では意外に少なく、上述の京都駅前の

例が典型である。その他は（Ｂ）が多い。 
駅前の大規模開発者にとって、（Ａ）は一見自社のみの利益になると思われ検討する可能性があるか
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もしれないが、実際は、多くの事例で（Ｂ）の方が街が繁栄し、最終的に良いことがわかる。駅前の

大規模開発者にとっても（Ｂ）の方が長期的に利益があるのである。 
 それは理論的な裏付けがある。それは、２．の地価・地代の理論から、地価は、必ず中心の駅を頂

点としてまわりに広がる傘のような形をしているからである。 
したがって、周辺に人が流れ、周辺の価値が高まると、傘の周辺の地価が上昇する。そうなれば、

中心部はますます価値が上がるのである。政策（Ｂ）によって、中心部はますます活性化する。地価

の理論から、囲い込み法（Ａ）よりもまちづくり法（Ｂ）の方が、中心部もますます繁栄するのであ

る。 
 

Ⅲ．住宅地は静かな環境を整備する 
 
 北区の特徴は、都心であるにもかかわらず、居住機能に恵まれていることで、特に古くから住宅街

の部分が多い。しかしながら、上述したように、北区は大変動が予想されるので、地価の上昇など、

周辺に大きな影響があり、放置すると混在した土地利用になり、質の低下を招く可能性がある。美し

く、そして個性的なまちなみを維持するためにまちづくりをすることは不可欠である。 
  １）静かな環境を維持、 
  ２）地域からみて期待していない業種（風俗など）が入らないための規制、 
が必要なのである。

 《例９》中崎・北天満地区 

 梅田東に隣接した中崎町には、民家を利用した個店が展開し、注目されつつある。一方で住宅地と

しての整備も求められる。また、巨大開発の波により土地利用の激変が予想されるので、住宅地に似

合わない風俗等の業種が入らないように規制する必要もある。北天満地区も、商店街以外の部分にお

いては同じような問題が存在する。 
 このような場合に参考になるのは、古い家の景観のある町家を保全してきた以下のような地域であ

る。 
 《例１０》大阪市・平野区（まちぐるみ博物館＋地区計画の例） 

 平野は、古くは平安時代にまでさかのぼるといわれ、戦国時代、「環濠自治都市」平野郷を形成した

古いまちなみの残っている地区である。1980年、地下鉄谷町線が開通するとともに、市民の足として

チンチン電車と親しまれていた南海平野線が廃止され施設は壊されることになり、これに対し、まち

づくり運動が始まり、まちぐるみ博物館などのユニークな試みがおこなわれている（乾2008）。 
 大阪市のＨＯＰＥ事業とは、市内において歴史的まち並みや景観などの地域の特性を活かし、魅力

ある住宅地の形成を図る施策の一つとして進めている事業で、国土交通省の補助制度である「街並み

環境整備事業」を活用し、特色ある居住環境を形成すべきゾーンを設定し、地域住民と協力しながら、

アメニティ豊かな住宅・住環境の形成と誘導を図るものである。特に大阪市では、1996年に歴史・文

化的雰囲気を残す地域として「平野郷地区」を選定し、事業化に向けて現況調査や整備方針の検討、

地域住民の意向把握などをおこない、1999年から2008年を実施期間とした。事業は、地区の協議会

に対して助成をおこない、建物の修景基準に適合する工事に対してその工事費の一部に補助をおこな

うものである。実際には住民が参加しその意見を代表する「地元協議会（ＨＯＰＥゾーン協議会、以

下協議会とする）」が1999年に設立され、住民と行政が連携して、建物や・門・塀などの改修や新築

についての「まち並みガイドライン」を定め、これに沿った建物などの改修工事費の一部に補助をお
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こなうとともに、道路・公園などの公共施設の修景整備をおこなう（乾2008）。 
 2006 年、地区内に 12 階建てマンションが建設されたのをきっかけに、協議会で勉強会を開催し、

2006年10月に都市計画法による高さ規制の「地区計画」の試案をまとめた。試案を地区内の約5000
世帯に配布し、アンケートを実施した結果、同年 11 月、協議会は大阪市に「地区計画」決定の要望

を提出し、条例が制定、公布された。「地区計画」は、対象地区は 80 ヘクタールで、町並みを急激

な変化から守るために、建築物の最高限度を定め、良好な市街地環境を確保する用途制限では、パチ

ンコ店、風俗店などの制限も決定した。このような住民主導の試みは全国でも稀で、全国から見学が

相次いでいる。

 《例１０》奈良市・ならまち地区（町屋カフェ・ギャラリー＋景観形成地区） 

 奈良において、著名な神社仏閣をめぐる形態を全国区の第一次観光とすると、まちなみをテーマと

する奈良の新しい第二の観光スポットとして「ならまち」が注目されだしている。「ならまち」とは、

近鉄奈良駅から南に向かって東向通り商店街、もちいどの商店街をぬけた、元興寺の旧境内を中心と

した地域で、主として江戸時代以降の白壁の土蔵、格子の家など古風なたたずまいの中に、最近では

ギャラリーやカフェなどの個性的な店があつまり、散策に適切の場所となってきたところである。「な

らまち」の特徴は、遠方だけでなく、関西都市圏の女性、若者や熟年層が来る落ち着いた日帰り休日

型の新しい観光スポットになりつつあることである。 
 1990年には奈良市が、「奈良市都市景観条例」に伴う、伝統的建物群保存地区・景観形成地区の施

策をスタートさせた。現在のならまち形成にとっての第１次の山場となった年は 1992 年で、世界建

築博第１回プレイベントが行われ、ならまちの整備が活発に行わた。まず奈良市が「ならまち賑わい

構想」を発表、「奈良町博物館構想」も含めて、面的なまち活性化の考え方が徐々にコンセンサンスと

なっていく。奈良市は、この年に、市関係施設を運営する「ならまち振興財団」を設立、奈良町格子

の家と資料保存館をつくり、奈良市年景観形成基本計画も発表した。文化財保護については、1994
年に景観形成地区を作り、入り口と屋根部分の奈良町仕様を定め、前面ファサードと屋根の修理費を

最高 1000 万円（８分の１０まで）出すことになった。まちなみ保存は、文化財的な家からすべての

家へと方針が広がりつつあり、1988～2001 年の累積で、約 3 億 6000 万円、約 460 件が助成をうけ

た。面的な活性化や文化振興をねらいとしている。 
 こうした地域では、個店が点在する中、「地区計画」や「景観形成計画」を策定することによって、

住宅地としての良好な環境も維持しようと図っている。キタの駅前における巨大投資は、地価の上昇

と土地利用改変の波を否応なく周辺地域に及ぼすことが確実であり、周辺の住宅地も、人が流れると

ころと、良好な住宅地＋個店の集積として保全すべきところをそれぞれ位置づけて、人の流れの誘導

と、住宅地の保全を計画すべきである。 
 

Ⅳ．なぜレトロストリートなのか 

 

１．北ヤードからの流れ 

 北ヤード計画は、南北および東西のメインストリートによってつくられているが、そのうちの東西

のメインストリートは、徒歩客の流動も重要となる「賑わい軸」である。 
この北ヤード「賑わい軸」の延長は、現在のヨドバシ北側の通りから、新阪急ホテルの通りにつづ

く、ここは歩行者流動量の激増が予想される。 
 ところで、北ヤード・茶屋町地域から、ＪＲのガードを抜け北区東部へ抜けられる個所は（大通り
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を除くと）２個所しかなく、他にはない。Ａ地点＝ＮＵちゃやまちの通り、Ｂ地点＝ロフトから抜け

る通りの２つのみである。 

 
図１：レトロストリート地図（再掲） 

 

これが主要なルートの代表であり、特にＡ地点が、上記の賑わい軸のほぼ延長→ＮＵちゃやまち→

ＪＲ→済美小学校・中崎町駅横→中崎・黒崎商店街→天神橋筋に抜ける道であり、現在も、個性的な

商店の集積が始まり、人の流れができつつある個所である。しかしながら、このままで放置していれ

ば、乱開発になるおそれもある。中崎・北天満地域は、閑静な住宅地との混在地域でもあり、人の流

れを誘導して「文化の香り高いまち」として整備するとともに、静かな環境を維持することも大切で

ある。人の流れとともに開発の流れは今後確実にやってくることから、秩序だった地域計画の策定も

急務である。そこで、以下のように「梅田東・中崎・北天満レトロストリート構想」を提案した。 
 

２．まとめ 

 これまでの検討を総括すると、商業および住宅の立場からは、本来は、 
 ×人を囲い込むのではなく→ ○面的な広がりをもった、歩いて楽しいまちを拡大。 

 ×人が散漫に流れるのではなく→ ○プロムナードとして整備するところは整備する。 

 ×無秩序な開発でさわがしくなる→ ○住宅地は静かに整備。 

 ×好ましくない施設が入ってくる→ ○地域で管理。 

などの点が、地域マネジメントとして必要となってくる。 
 北ヤードから人の流れを南方および東方に誘導し、北区全体の商業が活性化し、また住宅地は保全

して文化的整備をおこなう構造を作る必要がある。このように新しい流れを地域全体に誘導し、グレ

ーターキタとして活性化・整備できるかどうかが、2011～2012 年までに早急に検討すべき課題であ

り、そこでは、周辺の商業者、町内会、地域団体のみなさまを含む関連団体の役割が重要になってく

る。また、産官学の力を合わせて検討しなければならない。 
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Ⅴ．レトロストリートの起点の新しい挑戦―梅田東地

区・芝田町 

 

 梅田東地区は、芝田町・茶屋町などからなっている。茶屋町は南北に曲線的に横断する旧能勢（池

田）街道筋に三軒（鶴、萩、車）があったことに由来する。明治中頃には木造９階建の凌雲閣がそび

えていたことで有名であった。 

 もともとは交差していた阪急電車と旧国鉄の間に高架問題があり、その解決のため、阪急梅田駅は

順次北上移設されていった。1969年には茶屋町の東に新御堂筋が開通するとともに、この地区の繁華

街としての発展も進む。1970年代より、芝田町周辺地区には、阪急三番街、古書のまち「かっぱ横丁」、

グランドビル、ＤＤハウスなどができ、梅田駅東地域の骨格ができていった。 

1989年にＭＢＳ本社、梅田ロフト、1992年にちゃやまちアプローズなどが開業し、1990年代には、

第１次の茶屋町開発ブームとなった。古い家の多かった茶屋町に突然大きな交通流動が生まれ、まち

が変容していく。 

1998年の茶屋町市街地再開発事業の都市計画決定により、2000年代に第２次の茶屋町開発ブームと

なる。2005年に阪急レトロストリートの起点ともいうべき芝田地区からの東に向かう通りにＮＵちゃ

やまち、またアーバンテラス茶屋町などが開業、若者の流れができるようになる。今後は、アーバン

茶屋町プロジェクトなど東部の開発も予定されている。 

全体として、若者向けの店・複合商業施設が多く並ぶスポットであるとともに、昔の風情のある路

地が残っている不思議な空間もある。 

この地域では、北梅田地区まちづくり協議会の活動や、宝塚造形芸術大学大学院や上田安子服飾専

門学校などの生徒さんの活躍により、地域マップなどを作る運動もさかんである。 

2011年に阪急高層化、北ヤード開業となりますが、北ヤードのメインストリートである南北軸と東

西軸のうち、東西軸は、賑わい軸と称されるように、若い人を中心にして大きな人の流れが予想され

ている。この通りは、現在のヨドバシ北側の大通りに接続し、その流れは、芝田商店会から阪急ガー

ド、ＮＵちゃやまちを通って、レトロストリートに向かうものである。地域も大きく変容していくこ

とが予想される。 

レトロストリートの起点ともいうべき芝田町商店街では、数年前から、魅力的なホームぺージ情報

を公開している。 

ホームページ『芝田商店会』 

http://shibata-shotenkai.com/

向山（2002）によれば、平成10年において大阪府下の商店街・小売市場のうちでインターネットを

利用した情報発信や仮想商店街の開設を行っているのはわずかに 7.0％である。その後、ブロードバ

ンドの発展によりインターネット進展したとは言え、当時インターネットの活用を考えていない商店

街・小売市場が62.9％であったことを勘案すれば劇的に増加したとは考えにくい。 

 この様な意味において、商店街・小売市場がホームページを所有すること自体が先進的であり画期

的であると言える。芝田町のホームページには隣接する商業施設「ＤＤハウス」も加入しており、商

店街が面的な連携をはかる契機ともなっている。 
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Ⅵ．「新しい街」－中崎町 
 

堀江、アメリカ村、南船場のように、大阪において商店街といった従来の商業集積地とは別に、若

者に支持され活況を呈している街区は、鶴坂貴恵（2003）以降「新しい街」と呼ばれている。鶴坂に

よれば、「新しい街」では、①若者を中心とするこだわりの店舗の集積、②新しいネットワークの形成、

によって商業集積として新陳代謝がおこり、それがまちの活力になっているとされる。 

そのような「新しい街」の第２世代の１つが、中崎町である。中崎町は、西日本最大の商業集積で

ある梅田駅前から東に10分ほど歩いたところにある、戦災を逃れた数少ない地域であり、そのため都

心にも関わらず古い住宅がそのまま残っている地域である。 

この中崎町において、町屋の改装により1997年にギャラリー「楽の虫」が、また1999年にアトリ

エ兼カフェ「創徳庵」が開業した。これを契機に、その後半年ほどで若者たちが同様に古民家を改装

し様々な店舗が開業しはじめたのである。 

 2001年には両店のオーナーは共同で「中崎町アートフェア」を開催し、中崎町におけるカフェやギ

ャラリーとの連携をはかっている。また同じ2001年には、パフォーマーであるＮ氏が「天人」を開業

している。 

こうした一連の動きがマスコミの目に留まり、様々な報道されたことから、中崎町は一躍、若者の

街として注目を浴びるようになってきている。 

その後数年で、カフェや雑貨店などが多数出店し、まちが変わりつつある。 

このような中崎町のランドマークとしては、「R café」と「COMMON CAFE」の２店舗がある。「R café」

は近畿大学と大阪市立大学の学生らが卒業制作のために長屋を改装した 2003 年にオープンしたカフ

ェ兼ギャラリーである（当時の学生の一人が大学卒業後も店舗を引き継いでいる）。「COMMON CAFE」は

「扇町ミュージアムスクエア」に携わっていたＹ氏が主体となっているカフェで、芸術・文化とのコ

ラボレーションと飲食業へのインキュベーションを目的に2004オープンしたものである。日替わりの

マスターによって運営されているカフェである。 

この数年、中崎町はさまざまな雑誌やメディアで取り上げられ注目されているが、これを一過性の

ブームで終わらせないということもふくめ、店及び町の活性化を目的に行われているイベントとして

『ナカザキチョウ蚤の市』が立ち上げられた。アイデアはもともと「楽の虫」のオーナーが発案し、

2007年4月からは、当初から実際のマネジメントをしていた「花音」と「ごはんやKitchin」のオー

ナーが事実上の主催者となっている。 

具体的には、毎月第１日曜日に参加店舗が、各店舗前に共通のポスター・看板を設置しその日限定

の何らかのアクション（例えば、オリジナル商品を販売したり、あるいはミニシアターの開催を行っ

たり）を行っている。 

第１回目は2006年２月に、オリジナルメンバーである「楽の虫」・「チャイクラブ」・「花音」の経営

者が分担して主に自店舗周辺の店舗経営者に参加店舗を募集し、10 数店舗で開催された。「蚤の市」

の知名度や人気が高まるに連れて参加店舗も増え現在は29店舗（内25店舗が女性経営者、圧倒的に

女性経営者が多い）にも上っている。 

運営上の工夫について、「花音」の経営者は、「お客様や店、みんなが楽しめて得ができる。常に飽

きさせない新しいイベント企画ができるように工夫している。また、蚤の市マップを作ったのもひと

つの工夫です。」と回答している。 

開催にあたっては、「永続的であること」「第一日曜日の定期開催」の２項目を決定し、参加者の負
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担が軽く長続き出来る方法として、白黒版であったがマップも作成された。目印のポスターも第１回

目から使用している。 

マップ作りにも工夫が施されている。参加店舗はなかなか宣伝に経費をかけることが出来ない。そ

こで、こうした店舗にとって負担が少ない仕組みが考えだされた。各店舗の経営者が自ら紹介文書き、

写真２枚とともに「花音」店主に提出する。「花音」店主が友人のイラストレイターにマップとしての

デザインを依頼し最小ロットの１万部を印刷した。これを当時の参加店舗２６で頭割りし、１部 10

円で販売している。 

 迷宮のような路地のまち中崎町を訪れる人々にとって最大の問題は、「どこに、どの様な店舗が有る

か分からない」という点である。「蚤の市マップ」はこうした問題を解消し、なおかつマップ製作を通

じて参加店舗の緩やかな連帯も生まれている。こうした連帯は参加店舗同士でお互いに買い物をした

り、飲食をしたりという形で広がっている。 

ナカザキチョウ蚤の市に関する情報交換は、現在では主にmixiサイトを利用して行われており、意

見交換などをおこなっている。 

ホームページ『中崎ドットジェイピー』 

http://www.nakazaki.jp/

 

Ⅶ．老舗商店街の新しい挑戦―北天満地区・黒崎東 
 

 北天満とは、大阪市北区の天五中崎通商店街やその周辺地域を範囲とする地域である。 
天五中崎通商店街は、黒崎東商店会浪花町商店街など４つの商店街から構成されており地下鉄中崎

駅東側から、天神橋五丁目まで東に伸びる商店街である。 

 この地域では、大阪空襲で焼け残った同商店街は終戦直後には映画館が並ぶなどにぎわっていまし

た。 
また 20年以上前から「おいでやす通り」という愛称を用いて地域の人々に親しまれています。そし

て、今ではこのレトロな雰囲気が、静かな人気を呼んでいる。     
  例えば、商店街内にある稲田酒店は、レトロな立ち飲みスタイルがメディア（『大阪人』、『文芸

春秋』）に取り上げられ、知る人ぞ知る人気店となっている。 

  また最近では、商店街の周辺地域では、若者に人気の昔ながらの飲食店や路地裏の木造長屋を改造

したカフェ、雑貨店などが点在している。 
こうした店舗と商店街は、マップ「てづくりのまち 北天満お散歩地図」でネットワークを形成し

つつある。 

 この活動は、商店街の有志が、新しい店が周辺に増えつつあることから「商店街だけにこだわるの

でなく、地域全体の魅力を発信しよう」と発案。地元のマロニエファッションデザイン専門学校（同

区天神橋七丁目）の協力を得て完成にこぎつけた。 
また、北天満地区には、災害時の指定避難場所として旧北天満小学校がある。廃校になってから、

使用されず随分と年月が経過していた。そこで、地域の若い有志が「お掃除倶楽部」という組織を作

り、週に 1 回のペースで校内の窓を開けて換気し、トイレや教室、講堂などの清掃を行っている。ま

た、これとは別に「芝生倶楽部」という組織も存在している。「芝生倶楽部」は、小学校の校庭に芝

生を植え、手入れすること活動の主眼としている。そうすることで地域活動や災害時で小学校の校庭

を利用する際に、ビニールシートを敷くだけで座る時など快適に利用することが可能になっている。 
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 そこで、こうした地域の活動と商店街を中心とする商業者とが任意団体「北天満ユニオン」という

組織を構成し、さらなる地域活性化を目指している。 

 また黒崎東も、ホームページ開設及び地域のマップ作成を行っている。こうした活動が「てづくり

のまち北天満」である。第１回目は、2004（平成16）年度において文部科学省による「専修学校先進

的教育研究開発事業」の1つとしてスタートした。 

 この事業は専修学校が、その立地する地域に対してインターンシップを拡大する形で行われた。こ

こにおいて、まず地域の学校であるマロニエファッションデザイン専門学校（以下マロニエ）と天五

中崎町商店街が初めて連携を行うことに成功した。 

2004（平成16）年度では、マロニエの学生が天五中崎商店街の各店舗の調査や通行量の測定、通行

者へのアンケートを行い新しい商店街像を提言する形で終了した。 

 第２回目である2006（平成18）年度では、第１回目の調査を活かし追加調査を加えて商店街のマッ

プを作成し、さらにその情報をホームページで発信するというプロモーション活動に力点を置いた活

動を行った。 

第３回目となる2007（平成19）年度は、本レトロストリート構想と連携して、 

１）調査範囲を拡大し、商店街だけでなくより地域に密着したマップを作成する、 

２）ホームページのコンテンツの充実、 

３）外部スタッフに「まちづくり」の専門研究者（大阪市立大学）を招き、調査の精度を向上させ

る、を新たな成果目標に掲げて行われた。 

 これは、当商店街の魅力的なホームページである『てづくりのまち 北天満』 

http://www.kitatenma.com/
 等で公開されている。  

その結果、商店街を含む地域の店舗との交流が生まれ、また様々なイベントアイデアも創出・実施

された。その１つが、2008（平成20）年3月から継続イベントとして実施されている「黒崎おわら・

浪花おわら」プロジェクトである。 

 これは、 

①商店会が空き店舗を家主より格安で借り上げる、 

②この空き店舗を「風の盆同好会」の人々が、毎週土曜に公開イベント用の練習教室として使用す

る、 

③「おわら」を習いたい人々がいれば、参加費用として商店会のみで使用出来る金券500円分（当

日のみ有効）を購入する、 

というステップで行われている（「風の盆同好会」は無料で、「おわら」をこの金券購入者に指導する）。 

このことで、「風の盆同好会」は無料で練習場を確保出来、商店会も金券という形によって各店舗の

売上向上が期待出来るというWin-Winの関係が築けている。 

さらに、多くの商店街が空き店舗や、自らの商店街のコンセプト（ウリ）に苦しむ中、新しいコン

テンツの獲得にもつながっている。 

 

Ⅷ．レトロストリート構想のための調査計画 
 

 現在大阪市北区は、２０１１年までに商業環境が激変する傾向にある。大阪駅前の阪急の高層化、

ナビオ、大丸の改装、ＪＲの建て替え、さらにその最後に北ヤードの大開発が控えている。これによ
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り、周辺の商業も多大な影響を受け、甚大な構造変化を余儀なくされることは確実である。 

 しかしながら、北区のみならずこれまでの大阪における開発（ＵＳＪ、フェスティバルゲート）で

は、「商業の根本は「人の流れを作る」ことである」という面が必ずしも考慮されてこなかったともい

える。都市の魅力は個店の集積にあり、そのような「街を歩く楽しみ」が都市・商業を活性化させる

という大原則がある。よく言われる例であるが、京都駅前は「京都駅ビル完全完結型」で周辺の商業

はほとんど衰退したが、これとは逆に（もともと閑散とした通りであった）三条通では「新風館」と

「アートコンプレックス」開館と同時に若者の流れができ、いまや市内商業の中心にまでなっている。

大ターミナルの例でも、東京の渋谷などは、駅前のビル群から、若い人の流れがあふれ出し、周辺に、

青山・表参道・原宿など日本を代表する商業集積が繁栄、新産業も起こっている。これらは、商業の

大原則である「人の流れをつくる」か、どうかの差であり、「商業の根本は「人の流れを作る」ことで

ある」という原理を実現した結果であるといえる。 

 現在大阪市および関係団体では、梅田北ヤード自身の整備と駅前ビルの高層化に注意が集中してい

るが、本来は、その人の流れを南方および東方に誘導し、北区全体の商業が活性化する構造を作るべ

きである。それは公共性のある機関が、産官学の力を合わせて検討しなければならない。 

 北ヤード計画では、南北および東西の２本のメインストリートができることになっており、この流

れを地域全体に誘導し、グレーターキタとして活性化できるかどうかが、２０１１年までに早急に検

討すべき課題である。そこでは、周辺の商業者を含む関連団体の役割が重要となってくる。 

 北ヤードの東西のメインストリートは「賑わい軸」と呼ばれ、現在のヨドバシ北側から新阪急ホテ

ルを通るが、この通りに非常に歩行者流動量が集中することが予想される。その流れは、ＮＵちゃや

まちからＪＲのガード下を抜け、済美小学校＝中崎町駅横を通り、中崎・黒崎商店街に至り、天神橋

筋に抜ける。ＪＲのガード下を通り北区東部へ抜ける個所は他にはほとんどなく、これが主要な道の

代表であり、現在も、個性的な商店の集積が始まり、人の流れができつつある個所である。こうした

中崎町や芝田町、黒崎東における個々の商業者の活動は革新的であり、一定の効果をあげつつある。 

 しかしながら、このままで放置していれば、乱開発になるおそれもある。中崎・北天満地域は、閑

静な住宅地との混在地域でもあり、人の流れを誘導して「文化の香り高いまち」として整備するとと

もに、静かな環境を維持することも大切である。人の流れとともに開発の流れは今後確実にやってく

ることから、秩序だった地域計画の策定も急務である。 

 我々は、（１）上記の道の性格を「レトロストリート」として位置づけ、その現況を調査して、その

重要性をより広く一般に開示することとともに、（２）地域の住宅環境と新しい店との関係を調査・研

究し、秩序だった「文化の香り高いまち」としての地域整備と活性化のための方向性を探り、その成

果を広く公開していきたいと考えている。 

つまり、中崎町や芝田町、黒崎東の個々の活動を1つにまとめ、大きなムーブメントを創出するの

が目的である。 

 そこで、このたび、中崎・北天満地域の関係者有志で、町内横断的な組織「中崎・北天満レトロス

トリート構想」準備会議を立ち上げ、町内会を中心として大学（大阪駅前第２ビルにある大阪市立大

学創造都市研究科）などと協力しながら、中崎・北天満地域を、「文化の香り高いまち」としてのとし

て活性化する様々な試みを展開していく予定である。 

 これは、これまではあまり連携の無かった、中崎町地区・北天満地区の関係者が協働することによ

り、このようなストリートの可能性と、乱開発ではない、人の流れの誘導と文化的なまちなみ整備を

すすめる方策について検討をし、その情報を公開しようとするものである。 

 そこで「中崎・北天満レトロストリート構想」策定のため、研究会を開催し、調査を行い、公開す
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るのが今回の目的である。 

今回の「中崎・北天満レトロストリート構想」の調査活動は 

（１）「中崎・北天満レトロストリート構想」検討と公開により、中崎・北天満を文化的なまちとして

整備するための連携案の検討。 

（２）「中崎・北天満レトロストリート構想」のためのウェブサイトの立ち上げと運営。 

（３）その他、中崎北天満地域の活性化方策の検討と実行。 

の３点に力点を置く。 

 

レトロストリート調査スケジュール

時期 「ナカザキチョウ蚤の市」主催者、芝田町会長、黒崎東会長他

2007年12月

マロニエファッション学園との共同
2008年1月

2008年2月

2008年3月

キーパーソンと
のミーティング

店舗への
ヒアリング

通行量調査 ホームページ
の作成

【図４：「レトロストリート構想」事業のスケジュール 出所：牛場作成】 

 

「レトロストリート構想」に関しては、母体を芝田町、黒崎東とすることで2007年11月に両商店

街会長の同意を得た。 

そこで、「レトロストリート構想」に関して、2007年12月中旬に「ナカザキチョウ蚤の市」の主催

者でもある小橋氏とミーティングを行った。小橋氏からは「ホームページ自体については、各店舗は

賛成だろう。しかし現在、「ナカザキチョウ蚤の市」が主体で発行しているマップは販売しているので、

そのままアップするのは無理。」との回答であった。そこで個別店舗に賛同を得て、新たなマップとし

てアップすることを提案し、快諾を得た。 

合わせて、現在、天五中崎商店会作成中の「手作りのまち 北天満」ホームページとのリンク、ナ

カザキチョウ蚤の市サイドと同地区の町会との交流を提案し、一定の了解を得た。 

 

Ⅸ．ヒアリング調査 
 

「てづくりのまち 北天満」で協働したマロニエ（監督：湯本先生）と今回の「レトロストリート

構想」において協働をおこなった。 

具体的には、講師である湯本先生が主体となり、ヒアリングに学生が参加するなどした。 

店舗へのヒアリングは2008年2月に計４回実施した。特に中崎町から梅田に向かう街路の店舗を中

心に行った。今回の調査に参加したマロニエの学生は、中崎町界隈を普段から親しんでいる者が多く、
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彼らのお気に入りの店舗など旬の店を調査することが出来た。また、こうした店舗も梅田→中崎町の

にぎわい作りには大いに興味を示しており、今後の展開に期待が持てる結果となった。 

 

平成　　　　　20年　2　　　　月　　28　　　日

レトロストリート店舗調査書

調査書氏名

店舗名

業種

取材回答者名

住所

ＴＥＬ/ＦＡＸ

Ｅmail

ＨＰアドレス

営業時間

定休日

人気商品（メニュー）

一押し商品
(出来れば写真を撮る）

① 名前の由来

② オーナーの横顔
・いつごろ、なぜ、店舗を開業したのか？

この業種を選ばれた理由は？

・キタの2店舗で、どう変えておられますか？

GLOW PORT（及びNORTH)

【アンケート編】

「ハリウッドランチマーケット」のオフィシャル取り扱い店。

ちなみに、NORTHは完全メンズでトラッドが基調でネイビーテイスト（ラインはブルーブ
ルー）。PORTはオリジナル中心で雑貨も含めてインポート・複合ショップ（セレクト
ショップ）と区分けしている。

「ハリウッド　ランチ　マーケット」（☆）ブランドの商品

同上

http://glow1979.com

元々、1979年3月に1号店がアメリカ村でオープン。続いて、2004年3月にJR京都線高
架下に2号店（NORTH）がオープン。PORTは3号店として2006年9月にオープン。セレ
クトショップとして複合的に魅せることを目的にしている。

glow=輝くという意味を込めて。Portは、元々、この場所が公民館（済美会館）だったの
で、みんなが集まる拠点という意味を込めて。

元々、glowはアメリカ村が発祥。オーナー：Ｔｋ氏は「なんでも屋」（㈱ハーツ）で有名な
人物。北地区に開業したのは、不動産情報と縁から。

【店舗の基礎データ】

1F アメリカンカジュアル（男女）　２F　雑貨・自転車

Ｎさん（統括店長）

北区中崎西2-5-21（NORTHは中崎西2-4-31）

06-6486-0450（FAX同じ）（NORTHは06-6292-4141）

11:00～20:00

無し

 

 

【図５：店舗ヒアリングの記入例「GLOW PORT」 出所：牛場作成】 
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【写真１：GLOW PORTの正面 出所：牛場撮影】 

 

【写真２：GLOW PORTの側面（旧公民館の面影が残る） 出所：牛場撮影】 

 

【写真３：GLOW PORTの2階（衣料・雑貨だけでなくオシャレな自転車も有名） 出所：牛場撮影】 

 

Ⅹ．流動調査 

 

１．中崎町流動調査 
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 Ⅰ．から、西日本最大の商業集積である梅田（キタ）の１駅隣の地域に活性化の波が訪れているこ

とが分かる。こうした地域の特徴をつかむべく、中崎町周辺で2007年4月に通行量調査を行った。 

中崎町位置関係

約290メートル 約190メートル

至「天五中崎町商店街」
約400メートル

MBS

Loft

ベルベル美容学校

（旧済美小学校）

中崎地区

浮田・天五地区

ジャドール 0.3mile

 

【図６：通行量調査の地点 出所：牛場作成】 

 

【表２：中崎町周辺の通行量調査結果 出所：牛場作成】 

2007/4/27 晴れ
＠ 03.mile (カフェ） 中崎町

人数 シェア 人数 シェア 人数 シェア
60代以上 14 15.7% 14 20.3% 28 17.7%
50代 11 12.4% 15 21.7% 26 16.5%
40代 14 15.7% 7 10.1% 21 13.3%
30代 22 24.7% 7 10.1% 29 18.4%
20代 22 24.7% 20 29.0% 42 26.6%
10代以下 6 6.7% 6 8.7% 12 7.6%

89 100.0% 69 100.0% 158 100.0%

2007/4/27 晴れ
＠ ジャドール (カフェ） Loft側

人数 シェア 人数 シェア 人数 シェア
60代以上 10 7.8% 17 12.4% 27 10.2%
50代 20 15.6% 25 18.2% 45 17.0%
40代 21 16.4% 24 17.5% 45 17.0%
30代 20 15.6% 23 16.8% 43 16.2%
20代 49 38.3% 36 26.3% 85 32.1%
10代以下 8 6.3% 12 8.8% 20 7.

128 100.0% 137 100.0% 265 100.0%

女性 男性 合計

女性 男性 合計

5%

 

 

調査の結果 

① Loft側が、20代男女が多いのは、想定通り。 

② 中崎側で30・40代男性が少ないのは、平日の昼間が要因（想定内） 

③ 中崎側で、20・30代女性が多い。特に30代女性は、Loft側をそれほど差が無い。 

④ 全体として、中崎側は、ロフト側に比べて約60％の通行量がある。 
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⑤ 男女比でみると、男性50％女性70％。 

つまり、こうした地域には20・30代女性市場のボリュームがあることが判明した。このようなマーケ

ットに対して形成された街が中崎町である。 

 

２．レトロストリート流動調査 

 レトロストリートが、にぎわいの軸としてどれだけのポテンシャルを秘めているかを探るべく、通

行量調査を行った。調査は、 

①レトロストリートの西端として茶屋町のカフェ「タリーズ」、 

②中間地点として喫茶「いちご」、 

③東端として地下鉄中崎町駅前、 

の３点を設定した。 

この３点において、梅田方面・中崎町（天神橋）方面の２面に向かう通行量を各々観測した。 

 2008年2月16日11時から13時の2時間の調査結果が以下である。尚、調査時の数字は、性別・

年代別シェアが高いものから順に並べている。 

 

 通行量調査の結果の特徴は、 

① レトロストリートの西端・中間地点においては、「梅田に向かう人々」・「中崎町に向かう人々」の

数はほぼ１：１である。中崎町駅前になると、これが1：０．７になる。 

これは、中崎町駅前の東端エリアがまだ若者への認知度が低いことが原因と考えられる。ただ、

ポテンシャルとして中間地点まで若者が流入しているので、認知度を高めれば十分、吸引出来る

と考えられる。「レトロストリート構想」はその役割を果たすことが出来る。 

② レトロストリート中間地点において、梅田に向かう人々が30～50代が主体であるのに対して中崎

町に向かう人々は10～20代が主体である。 

ということがわかった。 

 

レトロストリートは、現時点では、梅田から中崎町に向かう経路は若者の「遊びの道」として活用

される一方で、中崎町から梅田に向かう経路は「地域の生活の道」として活用されていることが分か

る。 

また、中崎町駅前での10代の通行量が少ないことから、今後も「新しい街」中崎町に向かうには、

梅田からレトロストリートを活用するケースが多いことが示唆される。そこで、より一層レトロスト

リートの知名度を高めることが通行量の増加→まちのにぎわいにつながると考えられる。 
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【表３：レトロストリート西端の通行量調査結果 出所：牛場作成】 

場所 茶屋町タリーズカフェ 2008/2/16 (土）

11時→13時

*梅田(茶屋町に向かう人） 累計 累計シェア *中崎町(天神橋に向かう人） 累計 累計シェア

２０代 前半 男 23 23 11.9% ２０代 前半 男 31 31 16.8%

２０代 前半 女 21 44 22.7% ２０代 前半 女 25 56 30.3%

２０代 後半 男 20 64 33.0% ２０代 後半 女 17 73 39.5%

４０代 前半 男 18 82 42.3% ４０代 前半 男 14 87 47.0%

３０代 前半 女 17 99 51.0% ４０代 後半 男 12 99 53.5%

30代 後半 男 16 115 59.3% ２０代 後半 男 12 111 60.0%

２０代 後半 女 12 127 65.5% ３０代 前半 女 12 123 66.5%

３０代 前半 男 10 137 70.6% ３０代 前半 男 10 133 71.9%

60歳以上 女 7 144 74.2% ４０代 前半 女 9 142 76.8%

１０代 後半 女 7 151 77.8% １０代 後半 男 8 150 81.1%

４０代 後半 男 6 157 80.9% 30代 後半 女 6 156 84.3%

50代 後半 男 5 162 83.5% １０代 後半 女 5 161 87.0%

４０代 後半 女 5 167 86.1% 60歳以上 女 4 165 89.2%

４０代 前半 女 5 172 88.7% 50代 後半 女 4 169 91.4%

30代 後半 女 5 177 91.2% 30代 後半 男 3 172 93.0%

60歳以上 男 4 181 93.3% ４０代 後半 女 3 175 94.6%

50代 前半 男 4 185 95.4% 60歳以上 男 2 177 95.7%

１０歳以下 女 3 188 96.9% 50代 後半 男 2 179 96.8%

１０歳以下 男 2 190 97.9% 50代 前半 男 2 181 97.8%

50代 後半 女 2 192 99.0% １０歳以下 女 2 183 98.9%

１０代 後半 男 1 193 99.5% １０歳以下 男 1 184 99.5%

50代 前半 女 1 194 #### 50代 前半 女 1 185 ####

１０代 前半 男 0 194 #### １０代 前半 男 0 185 ####

１０代 前半 女 0 194 #### １０代 前半 女 0 185 ####
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【表４：レトロストリート中間地点の通行量調査結果 出所：牛場作成】 

場所 いちご（レトロｓｔ中間） 2008/2/16 (土）

開始時間 11時→13時

*梅田(茶屋町に向かう人） 累計 累計シェア *中崎町(天神橋に向かう人） 累計 累計シェア

50代 後半 男性 14 14 12.4% 50代 後半 男性 15 15 12.1%

３０代 前半 男性 11 25 22.1% １０代 後半 男性 11 26 21.0%

60歳以上 男性 9 34 30.1% ２０代 後半 男性 9 35 28.2%

50代 前半 男性 9 43 38.1% ２０代 前半 女性 9 44 35.5%

２０代 後半 男性 9 52 46.0% １０代 後半 女性 9 53 42.7%

４０代 前半 男性 8 60 53.1% 50代 前半 男性 8 61 49.2%

30代 後半 男性 7 67 59.3% ３０代 前半 男性 8 69 55.6%

２０代 前半 女性 6 73 64.6% ２０代 前半 男性 8 77 62.1%

４０代 後半 男性 4 77 68.1% ２０代 後半 女性 8 85 68.5%

50代 後半 女性 4 81 71.7% １０代 前半 女性 6 91 73.4%

１０代 後半 男性 3 84 74.3% 30代 後半 男性 5 96 77.4%

１０代 前半 男性 3 87 77.0% ４０代 後半 男性 4 100 80.6%

１０歳以下 男性 3 90 79.6% ４０代 後半 女性 4 104 83.9%

60歳以上 女性 3 93 82.3% ３０代 前半 女性 4 108 87.1%

30代 後半 女性 3 96 85.0% ４０代 前半 男性 3 111 89.5%

３０代 前半 女性 3 99 87.6% 50代 後半 女性 3 114 91.9%

２０代 後半 女性 3 102 90.3% ４０代 前半 女性 3 117 94.4%

２０代 前半 男性 2 104 92.0% 60歳以上 男性 2 119 96.0%

50代 前半 女性 2 106 93.8% 50代 前半 女性 2 121 97.6%

４０代 前半 女性 2 108 95.6% 30代 後半 女性 2 123 99.2%

１０代 後半 女性 2 110 97.3% 60歳以上 女性 1 124 ####

１０歳以下 女性 2 112 99.1% １０代 前半 男性 0 124 ####

４０代 後半 女性 1 113 100.0% １０歳以下 男性 0 124 ####

１０代 前半 女性 0 113 100.0% １０歳以下 女性 0 124 ####
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【表５：レトロストリート東端の通行量調査結果 出所：筆者作成】 

場所 中崎町駅前 2008/2/16 (土）

開始時間 11時→13時

*梅田(茶屋町に向かう人） 累計 累計シェア *中崎町(天神橋に向かう人） 累計 累計シェア

２０代 前半 女性 32 32 7.9% 50代 後半 男性 24 24 8.8%

50代 後半 男性 25 57 14.0% 50代 前半 男性 24 48 17.5%

50代 前半 男性 25 82 20.2% 50代 後半 女性 23 71 25.9%

２０代 後半 男性 25 107 26.4% ４０代 後半 男性 19 90 32.8%

50代 前半 女性 23 130 32.0% 60歳以上 女性 19 109 39.8%

３０代 前半 男性 21 151 37.2% ４０代 後半 女性 18 127 46.4%

30代 後半 女性 21 172 42.4% 30代 後半 男性 16 143 52.2%

１０代 後半 男性 20 192 47.3% ２０代 後半 男性 15 158 57.7%

50代 後半 女性 20 212 52.2% 50代 前半 女性 15 173 63.1%

３０代 前半 女性 19 231 56.9% 60歳以上 男性 12 185 67.5%

30代 後半 男性 18 249 61.3% ４０代 前半 男性 12 197 71.9%

２０代 後半 女性 18 267 65.8% ３０代 前半 男性 11 208 75.9%

60歳以上 女性 17 284 70.0% ２０代 前半 男性 10 218 79.6%

４０代 前半 女性 15 299 73.6% 30代 後半 女性 10 228 83.2%

２０代 前半 男性 14 313 77.1% ３０代 前半 女性 10 238 86.9%

４０代 後半 男性 13 326 80.3% ２０代 後半 女性 8 246 89.8%

４０代 後半 女性 13 339 83.5% ４０代 前半 女性 7 253 92.3%

60歳以上 男性 12 351 86.5% １０歳以下 男性 5 258 94.2%

４０代 前半 男性 12 363 89.4% ２０代 前半 女性 5 263 96.0%

１０代 後半 女性 11 374 92.1% １０代 後半 男性 3 266 97.1%

１０歳以下 男性 10 384 94.6% １０代 後半 女性 3 269 98.2%

１０代 前半 男性 9 393 96.8% １０歳以下 女性 3 272 99.3%

１０代 前半 女性 8 401 98.8% １０代 前半 男性 1 273 99.6%

１０歳以下 女性 5 406 100.0% １０代 前半 女性 1 274 100.0%

 

 

ⅩⅠ．ホームページの作成 
 

ヒアリング内容をもとに作成したホームページが 

http://www.retrostreet.jp/
にて公開されている。（下記の表はそのトップページ） 

 芝田町、黒崎東、大阪市立大学大学院創造都市研究科などその他関係団体とできるだけ多く相互リ

ンクを貼り、視聴率を高め、アクセス数を確保している。 
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〔レトロストリート構想〕 
 

   

 

   TOP > １．レトロストリートとは？ 

  

 

 

 

 
 

 

        

 

        

  

 大阪駅の周辺地域は、2011年の駅地域再開発までに環境が大きく変わることが予想されます。

そこで、上個性的な商店の集積が始まり、人の流れができつつあるが、閑静な住宅地との混在地

域である中崎を、人の流れを誘導して「文化の香り高いまち」として整備するとともに、静かな

環境を維持することも大切と考え、（財）大阪市北区商業活性化協会／地域開発協議会では大阪

市立大学の創造都市研究科とともにプロジェクト（レトロストリート構想）をスタートさせまし

た。 

        

  

 これは、実は、梅田駅から中崎・北天満に抜けるJRガード下の道は、図のA、Bのように二個

所のみであることから、Aの道＝「NUちゃやまち→ガード→済美小学校・中崎町駅→中崎・黒崎

商店街→天神橋筋に抜ける道を「レトロストリート」として位置づけ、その現況を調査して、地

域の住宅環境と新しい店との関係を調査・研究し、秩序だった「文化の香り高いまち」としての

地域整備と活性化のための方向性を探ることにしているものです。 

 
 

   

 

  

 
 

 

  
 

【図７：レトロストリート ホームページのトップ画面 出所：「レトロストリート構想会議」】 

 

ⅩⅡ．成果と今後の展望 
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〔レトロストリート構想〕 
 

今回のプロジェクトにおいて実際の作業としてリサーチが順調に進むと同時に、商店街・地域の店

舗間においてある種のネットワークが形成されつつある。今後はこのネットワークが、まちづくりの

ソーシャル・キャピタルに発展すればさらなる活性化が期待できる。 

ソーシャル・キャピタルとは、アメリカの政治学者パットナムによるイタリアの民主主義の機能に

ついての研究（パットナム 2001『哲学する民主主義』）によって着目された概念である。パットナム

はソーシャル・キャピタルの概念について、「協調的行動を容易にすることにより社会の効率を改善し

うる信頼、規範、ネットワークのような社会的組織の特徴」と定義する。そうした集団で生まれる「一

般化された互酬関係」が規範として作用するという。世界銀行は「ソーシャル・キャピタルとは、社

会の内部的および文化的結束性、人々の間の相互作用を左右する規範および価値、そして人々が組み

込まれている諸制度を意味する。ソーシャル・キャピタルは社会を結束させる接着剤であり、それな

しには経済的成長も人間の福祉もあり無いものである。」としている。このように様々な定義があるも

のの概ね、「信頼」、「規範」、「ネットワーク」という三つの要素からなる。 

（※） ひとことでいうとソーシャル・キャピタルとは「信頼のネットワーク」ということである。

多くの成功するまちづくりでは、この「信頼のネットワーク」をつくることに成功しており、逆に、

この「信頼のネットワーク」を作ることが、まちづくり成功の目標の一つになるということである。 

ただし、単なる「信頼のネットワーク」ではなく、①新しいアイデアをみとめ、②開放的な、「信頼

のネットワーク」が大事であるという理論である。 

大森（2004）は、ソーシャル・キャピタルがミクロ経済的にどのような影響を及ぼすのかを分析し

ている。ソーシャル・キャピタルが人々のインセンティブに影響を及ぼすことから「ソーシャル・キ

ャピタルは地域社会を個性的なものにし、それがビジネス・チャンスや地域文化の創出に繋がり得る」

と主張する。そして、「目的の明確な組織（ゲゼルシャフト）のみならず、地縁などの共同体（ゲマイ

ンシャフト）の役割も重要である。」とする。 

小長谷ら（2006）は、このミクロな視点に注目し、ソーシャル・キャピタルをまちづくりに応用し

ようとした。小長谷らはパット・ノリスのソーシャル・キャピタルの次元論を応用し、まちづくりに

おけるソーシャル・キャピタルの次元を定義した。ノリス（2002）は以下の類型化を考えた。 

弱 強
強 混合型 豊かなソーシャルキャピタル
弱 貧しいソーシャルキャピタル 混合型

（出所：宮川公男・大守隆編（2004）『ソーシャル・キャピタル　現代経済社会のガバナンスの基礎』，Ｐ42）

構造的次元

文化的次元

【表６】ノリスのソーシャル・キャピタルの考え

 

ここで言う「構造的次元」とは社会的ネットワークであり、「文化的次元」とは社会的規範や信頼を

指している。この「文化的次元」についてノリスは、「構造的次元」における社会的ネットワークの様

に1つのキーワードで説明せず社会的規範や信頼といった複数のキーワードで説明を行っている。 

小長谷らは、まちづくりのためのソーシャル・キャピタルは、 

ネットワーク（第１次元）＋α＋β 

α＝第２次元、信頼（ネットワークの質・強度） 

β＝第３次元、広い意味でのまちづくりの互酬性を作り出す社会経済システムの仕掛け 

といった３次元で構成されるとした（小長谷・北田・牛場2006）。 

「レトロストリート構想」においては、既存商店街・「新しい街」・専門学校・大学院を中心とするネ

ットワークがαであり、ホームページ事業など個別の具体的なwin-winの関係がβと考えられる。 
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〔レトロストリート構想〕 
 

 こうしたことを踏まえて、今回の「レトロストリート構想」においては、既存商店街・「新しい街」・

専門学校・大学院が共同で地域活性化を取り組むという一つのスキーム（わくぐみ）が生まれたこと

が最大の成果である。スキーム内では個々の交流が生まれている。ヒアリング店舗同士において新た

に「美と健康のスタンプラリー」の実施なども行われている。また、専門学校と個々の店舗がつなが

っている。一例を挙げれば、専門学校と個々の店舗共通のフライヤーを作成し、新入生の募集＋新し

い顧客作りを行っている。こうしたスキームが生まれたことで、例えば地域共通の電子マネーや観光

ツアーなど様々なプロジェクトのアイデアが寄せられている。こうしたプロジェクト実施の受け皿と

して、あたらしいスキーム（わくぐみ）を生かしていくのが今後の課題である。 
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〔レトロストリート構想〕 
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